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平成22年９月15日号23

●
期
　
間

　

10
月
９
日（
土
）〜
11
月
14
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

　
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

※
展
示
替
え
作
業
の
た
め
、10
月
７
日（
木
）

　

・
８
日（
金
）・
11
月
15
日（
月
）・
16
日

　
（
火
）は
臨
時
休
館

●
場
　
所　

那
須
与
一
伝
承
館
展
示
室

●
内
　
容

　
「
那
須
家
の
芸
術
と
学
問
」

　

那
須
与
一
の「
扇
の
的
」の
活
躍
か
ら
、武

　

芸
に
秀
で
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
那
須
家

　

で
す
が
、江
戸
時
代
に
入
る
と
む
し
ろ
文

　

化
・
芸
術
面
で
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う

　

に
な
り
ま
す
。今
年
の
企
画
展
で
は
、
特

　

に
そ
れ
ら
の
面
に
深
い
造
詣
を
示
し
た

　

那
須
資
明
・
資
礼
・
資
興
三
代
の
作
品

　

を
中
心
に
、那
須
家
の
文
芸
活
動
に
つ
い

　

て
紹
介
し
ま
す
。

●
観
覧
料　

高
校
生
以
上
３
０
０
円（
２

　

５
０
円
）、中
学
生
以
下
無
料

※（　

）内
は
10
名
以
上
の
団
体
料
金

●
関
連
事
業

  【
記
念
講
演
会
】

・
日　

時

　

10
月
23
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
場　

所

　

那
須
与
一
伝
承
館
多
目
的
ホ
ー
ル

・
演　

題

　
「
殿
様
芸
、殿
様
芸
に
あ
ら
ず
」

・
講　

師　

橋
本　

慎
司　

氏

　
（
栃
木
県
立
美
術
館
特
別
研
究
員
）

・
入
場
料　

無
料

・
申
込
方
法　

事
前
申
込
不
要

  【
展
示
解
説
】

・
日　

時　

10
月
10
日（
日
）・
11
月
３
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

・
解
説
者　

当
館
学
芸
員

・
入
場
料　

当
館
観
覧
料
が
必
要

・
申
込
方
法　

開
始
時
刻
ま
で
に
那
須
与

　

一
伝
承
館
の
ロ
ビ
ー
集
合

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

●
日
　
時

　

11
月
17
日（
水
）
集
合
午
前
８
時
45
分
、

　

出
発
午
前
９
時
、解
散
午
後
４
時
予
定

●
集
合
場
所

　

那
須
与
一
伝
承
館　

北
側
駐
車
場

●
コ
ー
ス

　

御
霊
神
社（
那
珂
川
町
）、
神
田
城
跡（
那

　

珂
川
町
）、
天
性
寺（
那
須
烏
山
市
）、
芳

　

朝
寺（
那
須
烏
山
市
）、
道
の
駅
も
て
ぎ
、

　

長
安
寺（
茂
木
町
）、
鷲
子
山
上
神
社（
那

　

珂
川
町
）、那
須
与
一
伝
承
館

●
定
　
員　

中
学
生
以
上
の
市
民
30
名

●
参
加
費　

１
1
０
０
円

　
（
昼
食
、保
険
料
を
含
む
）

●
申
込
方
法

　

10
月
６
日
（
水
）
か
ら
27
日
（
水
）
ま
で
に

　

那
須
与
一
伝
承
館
に
電
話
で
申
し
込
み
。

　

先
着
順
に
受
け
付
け
、定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

●
日
　
時　

10
月
11
日
（
月
）
体
育
の
日　

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●
場
　
所

　

那
須
与
一
伝
承
館
多
目
的
ホ
ー
ル

●
出
演
者

　

大
田
原
ふ
る
さ
と
民
話
の
会
会
員

●
演
　
目
　（
出
演
者
敬
称
略
）

  〈
大
田
原
の
民
話
〉

　

八
溝
の
岩
嶽
丸　
　
　
　

鍋
谷
雅
子

　

大
日
堂
の
欅　
　
　
　
　

藤
沼
久
子

　

院
口
の
清
水　
　
　
　

五
十
嵐
君
子

  〈
日
本
の
民
話
〉

　

た
ぬ
き
ば
や
し　
　
　
　

栗
原
敏
子

　

屁
っ
こ
き
嫁
さ
ま　
　
　

永
塚
和
子

　

山
ん
ば
と
い
さ
ば
や　
　

稲
垣
清
子

　

ね
ず
み
経　
　
　
　
　
　

間
庭　

陽

●
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

　

松
尾
芭
蕉
の
傑
作
『
お
く
の
ほ
そ
道
』、

江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
本
で
読
み
進
め

ま
す
。江
戸
時
代
の
版
本
で
す
の
で
、
文
字

は
く
ず
し
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
字

一
字
筆
の
運
び
に
注
意
し
な
が
ら
一
緒
に

臨
書
し
て
い
き
ま
す
。

●
日
　
時

　

10
月
16
日（
土
）・
30
日（
土
）

　

11
月
20
日（
土
）

　

12
月
4
日（
土
）・
18
日（
土
）

　

平
成
23
年

　

１
月
８
日（
土
）・
15
日（
土
）

　
　
　

29
日（
土
）

　

２
月
５
日（
土
）・
12
日（
土
）

　

全
10
回

　

毎
回
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

研
修
室

●
講
　
師　

新
井
敦
史（
当
館
学
芸
員
）

●
定
　
員

　

40
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
受
講
料　

無
料

●
持
参
す
る
も
の　

鉛
筆
と
ノ
ー
ト
な
ど

●
申
込
方
法

　

９
月
17
日
（
金
）
か
ら
10
月
15
日
（
金
）
ま

　

で
に
、黒
羽
芭
蕉
の
館
の
窓
口
へ
直
接
ま

　

た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　

大
田
原
市
前
田
９
８
０
‐
１

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

　
　
　
（
５
４
）４
１
８
８

平
成
22
年
度
那
須
与
一
伝
承
館

特
別
企
画
展

「
那
須
家
の
芸
術
と
学
問
」

那
須
与
一
公
ゆ
か
り
の
地
巡
り

県
内
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

ふ
る
さ
と
の
民
話
を
聞
く
会

黒
羽
芭
蕉
の
館
講
座「
近
世
の

版
本
で
読
む『
お
く
の
ほ
そ
道
』」

受
講
者
募
集

那須資明  筆  「唐人図」


